













本稿の目的は、関係代名詞の 「使用と省略」に関 して英語文の実例を調査 し、その結果(使
用率、省略率等)と 日本人学生の書 く英語作文とを比較検討 してい くことにある。使用する英
語文の調査対象は、N伽s粥盈 および映画のス クリプ トとする。地 ωs粥盈 は2002年4月22日
号から6月3日 号までの7週分を使用 し、映画のスクリプ トはスクリーンプレイ出版株式会社
発行の以下の12冊、『スピー ド』『推定無罪』『ミセス ・ダウト』『ミッション ・インポッシブル』
『評決』『レインマン』『JFK』『ゴース ト』『逃亡者』『13デイズ』『ウォール街』『マーヴェリ




および短期大学部の学生455名とす る2)。関係代名詞の習得に関しては、 これまで多 くの研究
がなされてお り、中でも、伊藤彰浩 『共時的アプローチによる英語関係節の習得研究』(2001)
には、「英語関係節の産出におけるハ ミル トン仮説 の妥当性」などの優れた論文が収められ、
様々な観点からEFLlearnersとしての日本人の関係節習得に関する問題が論及されている。
本稿では、習得理論については特に触れず、 日本人学生が、与えられた 日本語文に対 して書 く
英語文の分析、とい うものに限定 したアプローチを行ってい くことする。
1
一般的に、関係代名詞は、先行詞が 「人間」 の場合はwhoあ るいはthatを、先行詞が 「人
間以外」(以下 、単 に 「物」とす る)の 場 合はwhichあるいはthatを使用す る、とされてい る3)。
また、「主格」 では一定 の条件(後 述)を 除 き普通省略 され ないが、 「目的格」 の場合は 「前置
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詞+関 係代名詞」や非限定用法等 の場合を除いて省略す ることがで きるとされてい る。 ここで
は、文法書や学 習参考 書等に示 され ている よ うな4)、どの よ うな場合 に どの関係代 名詞を使 う
べ きか、 とい った ことに関 して の理論的 な考察 よ りも、実際に どれが使用 され、 また省略 され
てい るかを重点的に見てい くこととす る。 なお、今回 の調査では、限定用法 の 「主格」 と 「目
的格」 に絞 る ことと し、非限定用法 な らび に、 「所 有格」や 「前 置詞+関 係代名詞」 は、別 の
機会 にゆず る ことと した い(た だ し、最後 で関連 した ことに少 し言及す る)。また、一 般的に
「強調構文」 と呼ばれ る、itis/was～that...の分裂文(cleftsentences)は、今回は調査 の対
象か らは除外 した(た とえば、ItisTomthatbrokethewindow.のよ うな文 におけ るthatは
whoに 置 き換え ることがで きるが、 この場合のthatは接 続詞か関係代名詞か とい った問題が
残 るため)。
まず、先行詞 が 「人 間」 を表 す場合か ら見てい くこ とにす る。表1は 、地 ωs粥盈 と映画 の
ス ク リプ トにおいて、関係代名詞使 用 と省略 の場 合 とを 「主格」「目的格」別 に分類 した もの
であ る。
表1先 行詞が 「人間」の場合











ハ吻〃s～〃θ盈 において、限定用法 の関係代名詞節は全部 で1316例あ った。先行詞 が 「人間」 の
場合が408(31.0%)、「物」 の場 合が908(69.0%)であ った。 「人間」の場合、374(91.7%)が
「主格」 として、34(8.3%)が「目的格」 と して使われ ていた。 「主格」 の場合 は、ほぼ全て
を 占め る370(98.9%)がwhoを使用 してお り、thatの使用 はわずか2(0.5%)で、省略 は2(0.
5%)で あ るこ とが判 明 した。「目的格」では32(94.1%)が省略 されてお り、whoの 使用が、
1(2.9%)、thatの使用が1(2.9%)であ った。注 目すべ きこととして、文 法的に 「目的格」 と
して存在 しているはずのwhomの 使用 は皆無で あ った(こ れは後 に述べ る 日本人学生 の英語
作文におけ る使用例 とは大 き く異 なってい る)。
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映画 のス クリプ トに関 して、限定用法 の関係代名詞節は556例あ り、そ の うち、先行詞が 「人
間」 の場合は175(31.5%)、「物」 の場合 は381(68.5%)であ った。 「人間」が先行詞 の場合、
「主格」が131(74.9%)、「目的格」が44(25.1%)で、地 ～〃s～〃θ盈 よ りも 「目的格」 の割合が
上が っていた(次 に述べ る 「物」では、違いが さらに顕著に なる)。
「主格」ではwhoが101(77.1%)と多 くを占めていたが、地 ～〃s～〃θ盈 と対照的に、thatが使
われ る例が20(15.3%)あった。 「会話」では 「書 き言葉」 よ りthatがやや多 く使われ ること
が示 されてい るよ うであ る。省略は10(7.6%)で割合か ら言えば、地 ～〃s～〃θ盈 よ りは多 くなっ
ていた。
「目的格 」 の場 合 は、thatが4(9.1%)、 省略 が40(90.9%)で、 省略 の割 合は やや
ハ物〃s～〃θ盈 よ りも低 くな っていた。 また、whoお よびwhomと もに使用はゼ ロであ った。











(4)EverybodythatIknowthinksofHaroldGreerasatopgradecop.(『推 定 無 罪 』p.79)









(ll)IsthattheguythatkilledhiswifeP(『逃 亡 者 』p.132)
一149一
井戸垣 隆
(12)IthinkIhavesomefriendsthatwon'tmindmakin'someeasymoney.(『 ウ ォ ー ル 街 』
P.67)
(13)Iknowwemayneverseeeachotheragain,soIthinkit'ssafetosaythat...youarethe
mostblindinglyattractivemanthatI'veeverseen.(『マ ー ヴ ェ リ ッ ク 』p.19)
(14)That'sonegamblerthatwon'tbeabletotouchadeckofcardsthissideofMississippi.
(『 マ ー ヴ ェ リ ッ ク 』p.ll5)
先行詞に特別 な修飾語は付いてい ない ものや、theonlyや最上級 の形容詞がついた もの、 ま
た、everybodyが先行詞 とな っている ものな どが見 られ た。 しか しなが ら、地 ～〃s～〃θ盈 お よび
映画 のス ク リプ トを通 して、最上級の形容詞 な どの修飾語 が付 いていて もwhoが 使われ る例
が多 く、先行詞 の修飾語に よって関係代名詞が影響を受けてい ると言 うことはで きなか った。












(20)Sam,there'ssomeguyonlinethree〈claimshe'sRichardKimble.(『 逃 亡 者 』p.98)
(21)Theystoppedtheones〈wesuspecthaveweaponsaboard.(『13デ イ ズ 』p.120)
「主格」 が省 略 されたのは、いずれ の例 も、文 法参考 書等 にある ように5)、先行詞 の直後に
shesaysやhethoughtなどが挿入 されてい る場合や、thereis/areの構文 の場合であ った。合
わせて、「目的格」 でwhoが 使われた例をあげてお く。
(22)ThemanwhoIwasjustchattingtousedtobemyguard.(ハセωsωθθん,May27,2002,p.8)
ハ物〃脚 θ盈 お よび映画 のス ク リプ トを通 じて、唯一使用 され た このwhoの 例は、動詞 の 目的
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語 と してではな く、前置 詞toの 目的語にな ってい るものであ った。今 回は調査対 象外 ではあ
ったが、ThemantowhomIwasjustchatting～のよ うな 「前置詞+関 係代名詞」 と前置詞を
動詞 の後に置 く場合 の比率等に関 しては今後 の課題 と してい きたい。
]1
次に、先行詞 が 「物」 の場 合について見てい く。表2は 、ハ吻捌 〃θ盈 と映画のス ク リプ トにお
け る、which使用、that使用 、お よび省略を 「主格」 「目的格」別に分類 した ものであ る。
表2先 行詞が 「物」の場合











ハ物〃s～〃θ盈 に おいて、先行詞が 「物」 の場合 は、908例中、「主格」 が605(66.6%)で、 「目
的格」が303(33.4%)であ った。 「主格」 では、thatが589(97.4%)、whichがll(1.8%)、省
略は5(o.8%)であ った。whichの使用が極めて少 ない ことが注 目され る(こ のことに関 して
も、後述 の 日本人学生 の場合 とは大 きな対比を な してい る)。
「目的格」においては、thatが89(29.4%)の使用で、214(70.6%)において省略 されてお
り、whichの使用はゼ ロであ るとい うことが判 った。
今回 の調査 で特 に判 明させ たい と考 えていた こ とであ るが、「目的格」を表す 関係代 名詞 の
先行詞 が、主 節において、「主語」「目的語」 「補 語」 あるいは 「名詞文(表 題や 同格 を表 して
い る場合)」 のどれ にあた るかを見 てみ る とやや興味深 い事 実が明 らかに な った。先行 詞が、
主節において 「主語」 の場合は、52あ り、thatの使用は9(17.3%)であ った のに対 し、省略
は43(82.7%)とい う結果 であった。「目的語」 の場 合は、193のうち、thatが60(31.1%)で、
省略は133(68.9%)であ った。「補語」 の場合 は32の うち、thatが9(28.1%)、省略が23(71.
9%)であった。「名詞文」 では、26の うちthatがll(42.3%)、省略が15(57.7%)であ った。
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つ ま り、先行詞が、主節において 「主語」 の場合に、 よ り多 く省略 されてい るとい うことが判
明 した。
映画 のス クリプ トでは、先行詞が 「物」 の場合、381例中、「主格」は99(26.0%)であ った
のに対 して、「目的格」 は282(74.0%)であ った。地 ～〃s～〃θ盈 では 「目的格」が約3割 であ っ
たが、映画 のス クリプ トでは約7割 が 「目的格」 とい うことも判 った。先行詞が 「人間」 の場
合は、ハ吻捌 〃θ盈 お よび映画のス ク リプ トともに 「主格」 として使用 され ることが多か ったが、
「物」 の場 合は、「書 き言葉 」 と 「話 し言葉」 で、関係代名詞 の 「主格」 と 「目的格」 の使用
の割 合が これ ほ どまでに対を な して い るとい うこ とは注 目に値 す る。 「主格 」 では、thatが
86(86.9%)で、whichが10(10.1%)あった。「目的格」 では、thatが64(22.7%)で、which
が6(2.1%)、省略が212(75.2%)とい う結果であ った。whichに関 して、数は ハ物〃s～〃θ盈 とほ
ぼ 同 じであ るが、割合か ら見れば、地 ～〃s～〃θ盈 が1.8%で あった のに対 して、10.1%と、割合
的 には非 常に高 くな った。 しか しなが ら、whichの使 用 された映 画は、rス ピー ド』r評決』
『JFK』『ゴース ト』 お よび 『13デイズ』に限 られて お り、中 で も 『JFK』が 、「主 格」5、
「目的格」5と 多 くを占める結果 とな っていた6)。
ここで も、飽z〃sz〃θ盈 の場合 と同様 に、「目的格」 を表す 関係代名詞 の先行詞が、主節 にお
いて、「主語」 「目的語」「補語」 「名詞文」 の場合は ど うなってい るかを見 ることにす る。先行
詞が、主節において 「主語」 の場合は、80の うち、that使用が8(10.0%)に対 して、省略は
72(90.0%)と、ハ物〃s～〃θ盈 の場合 よ りも 「主語」において省略 され る割合が よ り高い ことが判
った。「目的語」 の場合 は、127のうち、that使用は39(30.7%)で、省略は88(69.3%)であ
った。「補語」 の場合 は、40の うちthat使用 が6(15.0%)、省略が34(85.0%)、「名詞文」で
は、29の うちthat使用がll(37.9%)、省略が18(62.1%)とい う結果 とな った。 「目的格」 の
関係代名詞は省略 され ることが多い とい うことと合わせて、特に、先行詞が主節において 「主










































































次に、 日本人学生の英語作文について見てい くこととする。筆者が行った調査は、 日本人学
生に 日本語文を与え、それを英語に訳させて、どの関係代名詞を使用するか、あるいは、省略




別な修飾語が付かないものを使用することに した(た だ し、試みとしては、修飾語が付 くもの
も与えたが、「主語」「目的語」「補語」全てのケースを書かせるには、分量が膨大なものとな
って しまうこともあ り、今回は 「補語」になるもののみを扱っている)。
以下共通することであるが、今回の調査では関係代名詞の 「使用と省略」に焦点を当てたた




関係代名詞 先行詞が主語 先行詞が目的語 先行詞が補語
who 362(79.6%)409(89.9%)392(86.2%)
主格




that 19(4.2%) 40(8.8%) 28(6.2%)
省略 91(20.0%)48(10.5%)35(7.7%)
まず、先行詞が 「人間」で関係代名詞が 「主格」 の場合か ら見てい く。
「私 に道 を教 えて くれた人 は非常 に親切で した」(先行詞 が主節 の主語)と い う日本語を英
語に訳 させた ところ、次 のよ うな結果 となった。Themanwhoshowedmethewaywasvery
kind.といった よ うに、whoを使用 した者 は362人(79.6%)で、thatを使用 した者は5人(1.1
%)で あ った(調 査 とは別次元 の ことであ るが、関係節 の動詞 にtaughtを使 った者 が多 くお
り、「道 を教 える=teach人theway」とい う言い方を して しま うのは 日本語表現 の影響であ る




わせ るよ うなものでは なか ったため、Themanshowedmethewayandhewasverykind.のよ
うな文に した者 も見 られた。そ の他、以下共通 のことであ るが、文法的に正 しい とみ なされ る
文や逸脱 した文 も多 く存在 した。調査方法 と して、今回は 日本語文を与えただけ の 「自由英作
文(英 訳文)」 と したが 、 今後 は、2文 をつ ながせ る、 か っこに関 係代 名詞 を 入れ させ る
(clozetest)、あ るいは、選択 させ る方法 では どうなるか な ども検討 していかなければ ならな
い と考えてい る。
「私 はイギ リスに行 った ことがあ る人を数人知 ってい ます」(先行詞が主節 の 目的語)と い
う日本語文では、IknowsomepeoplewhohavebeentoEngland.のよ うにwhoを 使 った者は、
409人(89.9%)で、thatを使用 した者 は、7人(1.5%)であ った。
「ビリーは野球 が大変好 きな少年 です」(先行 詞が主節の補語)に 関 しては、Billyisaboy
wholikesbaseballverymuch.のよ うにwhoの 使用が392人(86.2%)、thatが10人(2.2%)で
あ った。 いずれ に して も、先行詞が 「人間」で 「主格」 の場 合はwhoの 方 が多 く使われ ると
い うことが判 った。一応、地 欄 〃θ盈 や映画のス クリプ トと共通 してい ると見受け られ る。
次に、先行詞が 「人間」で 「目的格」 の場合について見てい くことにす る。
「私が今朝 電車で見た人 は大 きなかばんを2つ 持 っていた」(先行詞が主節 の主語)と い う
文 の英語訳では、多少、英語に訳すには複雑 な 日本語であ った のか、Isawamanwhohadtwo
largebags.とい うような構造 の文 に した者 が133人(29.2%)いた(も ちろん、 このよ うな文は
与え られ た 日本語文 の構造 とは異な ってい るので、今 回の調査 のwho使 用者 には含めてい な
い)。 しか しなが ら、 ここで、興味深 い結果 が得 られ た。ThemanwhomIsawonthetrainthis
morninghadtwolargebags.のように、whomを 使用 した者が(ハ物〃s～〃θ盈 や映画 のス クリプ
トでは皆無であ ったが)、77人(16.9%)いた こ とが判 明 した。 また、ThemanwhoIsaw～の
よ うにwhoを 使用 した者はwhomを やや上回 って、101人(22.2%)おり、thatの使用者 は19
人(4.2%)であ った。そ して、Themanlsaw～の よ うに関係代 名詞 を省略 した者 が91人(20.
0%)いた。
「昨 日私は私 の母が よ く知 っている隣人 に出会 った(隣 人:neighbor)」(先行詞が主節 の 目
的語)と い う文 の英語訳では、Yesterdaylmetaneighborwhommymotherknowswell.のよ
うに、whomを 使用 した者 は、 さ らに増加 して、151人(33.2%)となってい ることが判 明 した。
whoの使用者 はll2人(24.6%)で、thatは40人(8.8%)、省略 した者は48人(10.5%)であ っ
た。
「ブラ ウン 氏は皆 が尊 敬す る先 生 です」(先 行 詞 が主節 の補 語)で は、Mr.Brownisa
teacherwhomeveryonerespects.のよ うにwhomを 使用 した者 が95人(20.9%)で、whoは44
人(9.7%)、thatは28人(6.2%)で、省略は35人(7.7%)であ った。 また、Mr.Brownisa
teacherwhoisrespectedbyeverybody.とい うよ うな構造 の文 に した者 も140人(30.8%)いた。
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「目的格」 に関 して、先行詞 が主節 の 「主語」 の場合は、whomよ りもwhoの 方が多 く使
われ、「目的語」 と 「補語」 の場合 ではwhoよ りもwhomの 方が多 く使われ るとい う逆転現象
が起 きていた。 また、省略に関 しては、先行詞が主節 の 「主語」 の場合に最 も割合が増えた こ
とも特徴 としてあげ られ る(し か しなが ら、地 欄 〃θ盈 や映画 のス ク リプ トの場 合、先行詞が
「人間」で 「目的格」 のときはほ とん どが省略 されてい るため、比較 の対象 とす ることはで き
なか った)。
ここで、注 目すべ きことを述べ る。先行詞に特別 な修飾語が付いた場合に ど う変わ るかを調
べ る試み として、「ボ ブは私が これ まで出会 った中で一番背 の高い少年です」 とい う日本語を
英語に訳 させた ところ、BobisthetallestboythatIhaveevermet.のよ うにthatを使用 した者
が90人(19.8%)いた ことが判明 した。 この数字は先行詞が 「人間」の場合で、thatが使用 さ
れた中で最 も高 いもの となった。whomは 、53人(ll.6%)、whoは、71人(15.6%)、省略は、
175人(38.5%)であ った。地 ωs粥盈 や映画のス ク リプ トにおけ る結果 とは違 って、 日本人学
生 の場合は先行詞 の特別 な修飾語等が関係代名詞 の使用に大 き く影響を及ぼ してい るものであ
ると考え られ る。多 くの参考書等が 「先行詞が最上級 の形容詞や、first、only、veryなどに よ
って修飾 され てい る場合は、thatを比較 的 よ く用 いる」8)旨の説 明を してい るが、 それ を忠実
に実行 してい るよ うに見受け られ る(今 後は、学習参考書等 の記述や英語教育 の現場において、
ハ吻鞭〃θ盈 等 の身近 な英語文使 用の実例を もっ と反映 させ るべ きか ど うかに関 して検 討 してい
か なければ ならないであ ろ う)。
続いて、先行詞が 「物」で関係代名詞が 「主格」の場合について見てい くこととする。
表4先 行詞が 「物」の場合











文章を完成す ることがで きなか った者 もいた(ま た、参考 と して、関係節 の動詞にhappenを
使 う例が多か ったが、 これは 「起 こる=happen」と記憶 してい る ことに よる影響 と考 え られ
る)。Thefirewhichtookplaceyesterdaywasreportedinthenewspaper.のよ うに、whichを
使用 した者が151人(33.2%)おり、thatを使用 した者 の73人(16.0%)を大 き く上回 っていた。
地 螂 粥盈 や映画のス クリプ トと比較 して もかな り高い数字であ る。
「私はた くさんの機能 を持 つ携 帯電話が欲 しい(携 帯電話:cellphone機能:features)」
とい う日本語文では、Iwantacellphonewhichhasmanyfeatures.のよ うにwhichを使用 した
者が、319人(70.1%)もいた。that使用は54人(ll.9%)であ った。～withmanyfeaturesの
よ うな形に した者 も40人(8.8%)いた。
「これは大 きなデ ィスプ レイを持つ コン ピュータです(デ ィスプ レイ:VDU,visualdisplay
unit)」の場合 は、ThisisacomputerwhichhasalargeVDU.のよ うにwhichを使用 した者は
287人(63.1%)、thatは45人(9.9%)であった。～withalargeVDUのよ うに した者は40人
(8.8%)であ った。
いずれに して も、 日本人学生 の場合、先行詞が 「物」で 「主格」 の関係代名詞は、thatより
もwhichの方が よ り多 く使用 されてい るとい うことが判 った。
次に、「目的格」 の例 を見 てい くことにす る。
「トムが私 に くれ た本 は大変 役 に立つ 」(先行 詞 が主節 の主 語)に 関 して は、Thebook
whichTomgavemeisveryuseful.のようにwhichを使用 した者が191人(42.0%)、thatが68
人(14.9%)であ ったが、省略 した者が107人(23.5%)いた。
「今私 は皆 が よ く知 って いる小説 を読 んで いる ところです」(先行詞が主節 の 目的語)で は、
NowI'mreadinganovelwhicheverybodyknowswell.のようにwhichを使用 した者 が162人
(35.6%)、thatが70人(15.4%)、省略が41人(9.0%)とい う結果 とな った。
「これ は私 が去年 ニ ュー ヨー クで買 った ネ クタイです 」(先行詞 が主節 の補語)に ついては、
ThisisthetiewhichIboughtinNewYorklastyear.のよ うにwhichを使用 した者が278人(61.
1%)で、 目的格 の中では一番 高い数字 とな った。thatの使用 は92人(20.2%)、省略は64人
(14.1%)であ った。
関係代名詞 が 「目的格」 の場合 も、全てにわた って、whichがthatよりも多 く使われてい
るとい うことが判 った。 また、先行 詞が主節 における 「主語」 の場合 は、 「人間」 の場 合 と同
様に、関係代名詞 の省 略率が最 も高 くな っていた。 このこ とは、1鞭〃s鷹盈 と映画のス ク リプ
トにおけ る、先行詞が 「物」で 「目的格」 の場合 の省略 と共通 してい るとい う結果 となった。
「人 間」 の場合 と同 じく、先行詞 に特別 な修飾 語が付 くときは ど うな るか を見 るた めに、




(24.6%)で、which使用 は103人(22.6%)とい うよ うに、thatがwhichを上回 るとい う結果 と
なった。 また、省略が187人(41.1%)で、最 も多い ものとなっていた。先行詞に最上級 の形容
詞が付 くと、 「人間」 の場合 と同様 に、that使用が増え る とともに、省略 が さらに多 くな ると
い うのは興味深い ことであ る。今後は先行詞 の修飾語に よる影響について も調べていか なけれ
ば ならない と考えてい る。
おわ りに
今回 の調査 で、地z〃sz〃θ盈 や映画のス クリプ トでは、「人間」が先行詞の場合 は、「主格」で
は主 にwhoが 使われ、 「目的格」 ではた いてい関係代名詞 は省略 され る とい うこと、 また、
「物」 が先行詞 の場 合は、 「主格」 では主 にthatが使われ 、「目的格」 では2～3割 程 度が
thatの使用 で、他 はほ とん どが省略 され るとい うこ とが判 明 した。 また、「目的格」 での省略
率は、先行詞が 「物」 のとき、特に先行詞が主節において 「主語」 の場合に よ り高 くなるとい
うこ とも確 かめ られた。一方、 日本人学生 に関 しては、先行詞が 「人 間」 の場合、「主 格」で
はたいていwhoを 使用す るが、「目的格」 の場合はwhomを 使用す る者 が平均 で約24%い る
とい うことが判 った(た だ し、最上級 の形容詞が付いた先行詞 の場合はthatの使用 も増 える)。
ハ物〃s～〃θ盈 や映画のス ク リプ トでは実際には使用 されていないwhomが 、 日本人学生 の間で こ
れほ ど使われ るとい うのは興味深い ことであ る し、中 ・高等学校 の英語教育や学習参考書等 の
影響 も考えていか なければ ならないであ ろ う9)。さ らに、 日本人学生 に関 して、先行詞が 「物」
の場合 は、thatよりもwhichが使われ ることが多い こ とが判 った(た だ し、先行 詞の修飾語
に よって逆転す る場合 もあ る)。また、 日本人学生 の関係代名詞 の省略率 に関 しては、 「人間」
「物」 ともに、先行詞が主節におけ る 「主語」であ る場合に最 も高い とい うことが判 明 したが、
このことは ハ物捌 〃θ盈 や映画 のス クリプ トにおけ る先行詞が 「物」 の場合 と共通 していてい る
とい う結果 となった。
ここで、 日本人学生に参考 と して書かせた英語文に関 して、い くつか の点を述べてお きたい。
「所有格」に関 して、面 白い結果が得 られた。「私 にはお父 さんがパイ ロッ トの友達 がいます」
とい う日本語文を訳 させた ところ、376人(82.6%)が、Ihaveafriendwhosefatherisapilot.
のよ うに、 きちん とwhoseを使 って書 くことがで きていた。 しか し、 「ジ ョンは カバ ーが赤い
本を持 っていた」では、Johnhadabookwhosecoverwasred.のよ うにwhoseを使用 して書
いた者は、120人(26.4%)のみ であ った。 しか も、文法的 であるはず の、Johnhadabookthe
coverofwhichwasred.はゼ ロであ り、ofwhichcover(非文 とみな されてい る)が 、4人(0.9




た こ とに も注 意を払わ なけれ ばな らない。 さらに、「私が友達 と思 っていた人が私 をだ ま した
(だます=deceive)」では、ThepersonwhoIthoughtwasmyfrienddeceivedme.の構造 の
文を書いていた ものは21人(4.6%)であ った。 ～whomIthoughtwas～とした ものは、5人
(1.1%)であ った。
「前置詞+関 係代名詞」お よび関係副詞について調べ る 目的で 「これは彼が住んでい る家で
す」 とい う日本語を英語訳 させた ところ、Thisisthehousewhichhelivesin.のよ うに した者
が、100人(22.0%)と最 も多 く、inwhichhelivesは39人(8.6%)、thathelivesinが、19人(4.
2%)、Thisisthehousehelivesin.が31人(6.8%)であった。そ して、Thisisthehousewhere
helives.とした者 が85人(18.7%)とい う結果 となった。Thisisthehousewhichhelives.(非
文)と した者 も見受け られた。
最後に、今後 の課題 と して、英語文 の実例 の調査に関 しては、論文、小説、 さらにイン ター
ネ ッ ト等で使われてい る英語文へ も幅を広げ、 また、 日本人学生 の英語文に関 して も、習熟度
別 の調査や 、個人 レベル における分 析(「作文 」 と 「ス ピーチ」 におけ る違 い等)と い った様
々な角度か ら検討を加えてい きたい。
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who),anditisstillmorecommontoomittheobjectpronounaltogether."(p.82)と述 べ て い る。 先 行
詞 が 「物 」 の 場 合 は 、whichかthatに関 して 、"whichisthemoreformal"とし、"whichishardly
everusedafterall,everything,littlemuch,none,noandcompoundsofno,oraftersuperlatives.
Insteadweusethat,oromittherelativealtogether,ifitistheobjectofaverb."(p.83)のよ うに 述 べ
て い る。
5)江 川 泰 一 郎 『英 文 法 解 説 』(p.84)等参 照 。
6)rJFK』 は1991年 の映 画 で 、 舞 台 は1963年 の ケネ デ ィ ー大 統 領 暗 殺 の 時 代 で あ るが 、 当 時 にwhich
が よ り多 く使 わ れ て い た こ とを 反 映 して い るの か ど うか は 今 後 の 検 証 が 必 要 で あ る。
7)江 川 泰 一 郎 『英 文 法 解 説 』(p.83)等参 照 。
8)綿 貫 陽 他 『ロイ ヤル 英 文 法 』(p.645)等参 照 。
9)関 係 代 名 詞 の導 入 に 関 して若 干 述 べ て お く。 中 学 校3年 で 関 係 代 名 詞 を学 習す る わ け で あ るが 、 平 成
13年発 行 の 中 学 校3年 用 検 定 教 科 書6冊(三 省 堂NEWCROWNENGLISHSERIF:3、 光 村 図 書 出
版 株 式 会 社COLUMBUSE>G五1SπCOα ～SE3、 東 京 書i籍株 式 会 社.〈昭 πEO1～1ZOノ>E%g1∫論
Co耀s63、教 育 出版 株 式 会 社0弼E砺01～ 五DE%g1♂論Coπz363、開 隆 堂 出 版 株 式 会 社S切>SHZNE
ENGLISHCOURSi3、 中 教 出 版 株 式 会 社EVER':DAYE>G五Eπ3♪ を 調 査 して み た 結 果 、 「目
的 格 」 のwhomを 掲 載 し て い る も の は 皆 無 で あ る こ とが 判 明 した 。COLUMBU.Eノ>G五1SE
COα ～SE3のp.51に は 、 先 行 詞 が 「人 間 」 の場 合 の例 と して、They'rethestudentswemetatthe
internationalschool.および 、They'rethestudentsthatwemetattheinternationalschool.の2文が あ
げ られ て い る。 しか しなが ら、 高 等学 校 の検 定 教 科 書 に 関 しては 全 く統 一 性 とい う もの は 見 られ な い 。
whomを 掲載 して は い な い もの もあ るが 、 池 田 書 店 几41Ly'ENGLISHCOURSi∫は 、p.46の関 係
代 名 詞 の 一 覧 表 で 、 先 行 詞 が 「人 間 」 の 場 合 の 「目的 格 」 と してwhomを あ げ、Thedoctor(whom)
myfathervisitedisveryfamous.とい う例 文 を 載 せ てい る。 三 友 社 出版 株 式 会 社NEWCOSMOSEN
G五EπCOα ～SE∫ で は、p.34の一 覧 表 で 先 行 詞 が 「人 間 」 の場 合 の 「目的 格 」 をwho(m)と い う
形 で 載 せ て い るだ け で 例 文 は な い 。 数 研 出 版 株 式 会 社POLESTAREnglishCourse∫で は、p.27に
Sheisthewriter(whom)Ilikebest.の例 文 を載 せ て い る。三 省 堂TheCROW>EnglishSerie∫で は 、
p.74にThisisthegirl(that/who/whom)Iwantedtosee.とい う例 文 を 載 せ て お り、3つ の どれ を
使 用 して も よい こ とが 示 され て い る。
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付録
学年別の関係代名詞使用率 ・省略率
先行詞が 「人間」で 「目的格」の場合の使用率 ・省略率
① 私が今朝電車で見た人は大きなかばんを2つ 持っていた(先 行詞が主節の主語)。


























































































































































































































































先行詞が 「物」で 「目的格」の場合の使用率 ・省略率
④ トムが私に くれた本は大変役に立つ(先 行詞が主節の主語)。
⑤ 今私は皆がよく知っている小説を読んでいるところです(先 行詞が主節の 目的語)。
⑥ これは私が去年ニューヨークで買ったネクタイです(先 行詞が主節の補語)。
関係代名詞 大学1年(75人)
大学2年
(ll7人)
大学3年
(58人)
大学4年
(27人)
短大1年
(97人)
短大2年
(81人)
合計
(455人)
which
35
(46.7%)
51
(43.6%)
25
(43.1%)
2
(7.4%)
35
(36.1%)
43
(53.1%)
191
(42.0%)
that
17
(22.7%)
ll
(9.4%)
6
(10.3%)
4
(14.8%)
19
(19.6%)
ll
(13.6%)
68
(14.9%)④
主語 省略
15
(20.0%)
40
(34.2%)
17
(29.3%)
ll
(40.7%)
15
(15.5%)
9
(ll.1%)
107
(23.5%)
その他
8
(10.7%)
15
(12.8%)
10
(17.2%)
10
(37.0%)
28
(28.9%)
18
(22.2%)
89
(19.6%)
which
25
(33.3%)
44
(37.6%)
21
(36.2%)
7
(25.9%)
32
(33.0%)
33
(40.7%)
162
(35.6%)
that
17
(22.7%)
14
(12.0%)
6
(10.3%)
5
(18.5%)
17
(17.5%)
ll
(13.6%)
70
(15.4%)⑤
目的語 省略
6
(8.0%)
15
(12.8%)
6
(10.3%)
4
(14.8%)
6
(6.2%)
4
(4.9%)
41
(9.0%)
その他
27
(36.0%)
44
(37.6%)
25
(43.1%)
ll
(40.7%)
42
(43.3%)
33
(40.7%)
182
(40.0%)
which
46
(61.3%)
75
(64.1%)
34
(58.6%)
10
(37.0%)
55
(56.7%)
58
(71.6%)
278
(61.1%)
that
21
(28.0%)
19
(16.2%)
ll
(19.0%)
4
(14.8%)
23
(23.7%)
14
(17.3%)
92
(20.2%)⑥
補語 省略
8
(10.7%)
17
(14.5%)
ll
(19.0%)
ll
(40.7%)
12
(12.4%)
5
(6.2%)
64
(14.1%)
その他
0
(0.0%)
6
(5.1%)
2
(3.4%)
2
(7.4%)
7
(7.2%)
4
(4.9%)
21
(4.6%)
(いどがき ・たかし 短期大学部助教授)
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